
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 106 

令和５年度 体育科 

 

教科 体育 科目 スポーツⅣ 単位数 １単位 年次 １年次 

使用教科書  

副教材等 アクティブスポーツ（大修館） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「スポーツⅣ」では、感じを込めて踊ったり仲間と自由に踊った り，自己や仲間の課題を解決した

りするなどの多様な楽しさや喜びを味わい，「それぞれ 特有の表現や踊りを身に付けて交流や発表を

する」ことなどができるよう様々な課題を解決し、作品を作りましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

(1)課題を発見し，主体的，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を行う。 

(2)心と体を一体として捉え，健やかな心身の育成に資する. 

(3)生涯を通してスポーツの推進及び発展に寄与する資質・能力を育成することを目指す。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

現代的なリズムのダンスで

は，リズムの特徴を捉え，変

化とまとまりを付けて， リ

ズムに乗って全身で踊るこ

とや、創作ダンスでは，表し

たいテーマにふさわしいイ

メージを捉え，個や群で，緩 

急強弱のある動きや空間の

使い方で変化を付けて即興

的に表現したり，簡単な作 

品にまとめたりして踊るこ

との計画を立てて作品を作

成し習得ができるようにす

る。 

自己の課題を解決するとと

もに生涯を通して「スポーツ

Ⅳ」の振興発展にかかわるこ

とができるよう、これらの知

識を活用して、課題の設定や

情報の分析及び適切な選択、

活動の評価、目標の修正や練

習計画の組み立てなどがで

きるようにする。 

一人一人の違いに応じた表現

や役割を大切にしようとする

態度や、互いに助け合い高め

合おうとすること、役割を積

極的に引き受け自己の責任

を果たそうとすること、仲間

と話し合うなど合意形成に

貢献しようとすることがで

きるようにする。また、体調

に応じて運動量を調整した

り危険を予見し回避行動を

とったりすることなどによ

って、健康・安全を確保し事

故防止を図ることができる

ようにする。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期
４
～
８
月 

現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス 

 
 

 

創
作
ダ
ン
ス 

・現代なリズムのダンス

は、リズムの特徴を強調

して全身で自由に踊った

り， 変化とまとまりを付

けて仲間と対応したりし

て踊ること。 

 

・創作ダンスは表したいテ

ーマから中心となるイメ

ージを捉えて動きにする

際には，多様な題材 の選

択や表現の仕方，動きの

展開が求められる。即興

的な表現から，表した い

テーマにふさわしいイメ

ージを一層深めて，中心

となるイメージを強調し

た「は じめ—なか—おわ

り」の構成で，表現して踊

る。 

 

a: 短距離・ハードル走の楽しさ

や、喜び達成感を感じる。 

短距離走の理論や走りの歴史

や特性について理解を深める。

ルールの理解。 

 

b: リード脚や抜き足の動かした

方を理解し、同調させた動きを

心がけている。 

腕を効率よく使用して身体を前

に進まそうとしている。 

 

c: 自己記録を把握し、適切な

目標設定を行い課題解決に取

り組もうとしている。 

 

観察 

ワークシ

ート 

ﾊﾟﾌｫｰﾏ

ﾝｽ 

課題 

観察 

ワークシ

ート 

ﾊﾟﾌｫｰﾏ

ﾝｽ 

課題 

観察 

ワークシ

ート 

ﾊﾟﾌｫｰﾏ

ﾝｽ 

課題 

２
・３
学
期 

９
月
～
１
２
月 

創
作
ダ
ン
ス 

・創作ダンスは表したいテ

ーマから中心となるイメ

ージを捉えて動きにする

際には，多様な題材 の選

択や表現の仕方，動きの

展開が求められる。即興

的な表現から，表した い

テーマにふさわしいイメ

ージを一層深めて，中心

となるイメージを強調し

た「は じめ—なか—おわ

り」の構成で，表現して踊

る。 

 

a: 行動を積極的に行っている技

術やダンスの名称を理解し表現

できている。 

b: 自己や仲間の課題を解決した

りするなどの多様な楽しさや喜

びを味わい，表現や踊りを身に付

けて発表会に向けて取組んでい

る。 

c: 創作ダンスは交流や発表の仕

方には，簡単な作品の見せ合いな

どがあり，全員で交流し合う方法

があること。  

 

 

観察 

ワークシ

ート 

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝ

ｽ 

課題 

観察 

ワークシ

ート 

ﾊﾟﾌｫｰﾏ

ﾝｽ 

課題 

観察 

ワ ー ク シ

ート 

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝ

ｽ 

課題 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度  


